
令和３年度 全国学力・学習状況調査の結果分析と今後の対策
敦賀市立中郷小学校

５月２７日（木）に全国小学校６年生を対象にした「教科（国語・算数）に関する調査」と「質問紙調査」が
実施されました。その結果から、本校児童の特徴についてお知らせします。これらの分析をもとに今後の指導
改善に取り組み、「知･徳･体」の向上を目指していきますので、ご家庭でのご協力をお願いいたします。

【国語】○良好であった点 ●課題となる点

【１③】 【１①】

【２③④】

○目的に応じ、話の内容が明
確になるようなスピーチの
構成について理解できてい
ます。

○資料に合った話の内容を
適切に選ぶことができてい
ます。

●文章の中から
必要な情報を
読み取り、その
条件に沿って自
分の考えを書く
こと（３つの条
件をすべて満
たして書くこと）
が課題です。



【算数】○良好であった点 ●課題となる点

【 3①②】

【４①】

今後の対策

○棒グラフから、数量を正確に読み取ることが
できています。

○棒グラフから、項目間の関係を読み取ること
ができています。

○日常生活の場面に即して判断することが
できています。

○あまりのボール５個も入れる箱が必要な
ので、３箱に１箱を足さなければいけない
ことを理解しています。

・これからも、読み書きの練習を丁寧に行い、基礎的な学力の定着のため、きめ細かな指導を行いま
す。自主学習ノートなどで自分の苦手な部分を繰り返し練習し、一人一人に合った学習をしていきま
す。
・複数の資料の中から、指定された条件に従って情報を読み取り、それに対する自分の考えを表現する
活動に取り組みます。
・普段の授業に「○字以内で書く」「理由・根拠を述べる」「○○という言葉を使う」「自分の体験をふり
返りながら書く」等、条件に沿って書く活動を取り入れます。



【２①】

【２③】

【１④】

今後の対策

●三角形の面積の公式「底辺×高さ÷２」を使うことができていま
せん。

●底辺と高さがどの部分なのか見つけることができていません。
図形がどんな位置に置かれても、底辺と高さを的確に把握し、
求積できるようにしておくことが大切です。直角三角形の向きを
変えても、底辺を４㎝とした場合の高さは３㎝、底辺を３㎝とした
場合の高さは４㎝という見方ができるようにします。

●平行四辺形の面積の公式（底辺×高さ）を使っ
ての説明ができていません。これも、高さ6.5㎝
ととらえている児童が多く見られました。また、
「底辺ＢＣが５㎝、高さが６㎝の２倍、面積が「５
㎝×１２㎝」というように、筋道立てて説明するこ
とが苦手です。

○条件に合う時刻を理解することができ
ています。

・式の意味を言葉で説明する活動を増やしていきます。その際、算数的用語（わられる数、わる数、商…）
が使えるように練習していきます。
例：4①より ２３÷６＝３（回）あまり５（個）

あまりの５個も箱に入れるので ３＋１＝４（回） というようにノートに書いていく。

・図や絵を棒で指しながら、解き方を説明する練習をしていきます。
例：２①より 「底辺はこの部分です。（棒で指しながら）」

・筋道を立てて説明できるように、「まず」「だから」の接続詞を使うなど、順に考えを書いていきます。
例：２③より 平行四辺形は底辺×高さで求められます。底辺ＢＣは５㎝です。高さは６㎝の２倍で

１２㎝です。だから、 面積は５㎝×１２㎝で６０㎠です。

・学習したことを教室に掲示したり、どうしたら解けそうか話し合ったりして、自力解決につなげていきま
す。そして、「わかった」「できた」喜びを味わえる経験を増やしていきます。



＜質問紙に関する結果から＞

① ②
「普段読書をする」と

「算数の授業の内容は 回答した児童が、県や全国に
よくわかる」「算数の勉強は 比べて少ないことがわかりました。

好き」と回答している児童が多い 本は「頭の栄養」であり、「心の栄養」
です。授業の様子を見ていても、絵や図 です。読書を通して新たな知識や気づきを

を描いたり、式の意味を考えたりする児童 得たり、いろいろな生き方を学んだりすること
が増えてきています。子どもたちが意欲的に が、心の成長につながります。学校では、週末
授業に臨んでいる姿と、本校が長年推進して 読書の記録、朝のアップタイムの読書の時間、
いる算数の研究の成果が表れたものと 図書館で読書する時間などを設けたり、さま
うれしく思います。これからも、子どもたち ざまなジャンルの本を紹介したり、本に親し
にとってわかる授業を目指し、さらなる む環境を整えていきます。ご家庭でも、
授業改善に取り組んでいきます。 読み聞かせや親子読書等に取り組んで

いただけるとありがたいです。

③ ④
友達の意見を最後まで聞くことが

友達の意見を最後まで聞くことができて できている児童が多い一方、自分の思い
いる児童が多く、これも喜ばしいことです。 をきちんと言葉で表すことが苦手な児童が

係活動や委員会活動などで話し合ったり、相手 多いです。理由として、「間違っていたら恥ず
の気持ちを考え行動したりする児童が多いです。 かしい」ということが考えられます。普段から、
「聞く力」は「話す力」の元になるものです。たくさ 「自分の考えを言うことは大切」「間違うことは恥
んの語彙や表現にふれることで、言葉を豊かに使 ずかしくない」と実感できる経験をさせていきます。
いこなせるようになります。また、人の言葉に耳を 学習場面でも、間違いからよりよい解決方法を見
傾け、正しく理解しようと努めることで、相手の気 出したり、分からないことを「分からない」と言い、
持ちを推しはかる想像力や共感力も鍛えられ 教え合ったりしていきます。
ます。今後は、聞きながら相づちをうつなど、 また、読書や日記を書くことで、表現方法

聞く力をさらに育てていきます。 を学ぶことができると思われるので、
②でも述べましたが、読書を

推奨していきます。

今後も職員一同力を合わせ「心ゆたかでたくましい子の育成」に努めてまいります。

75.0%

76.4%

69.6%

25.0%

23.6%

30.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

福井県

中郷小

普段、読書をしますか

当てはまる 当てはまらない

95.5%

96.5%

98.5%

4.5%

3.5%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

福井県

中郷小

友達と話し合うとき友達の話や意見を
最後まで聞くことができていますか

当てはまる 当てはまらない

70.3%

74.6%

62.3%

29.7%

25.4%

37.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

福井県

中郷小

自分の思っていることや感じていることをきちんと言葉であ
らわすことができますか。

当てはまる 当てはまらない

84.6%

87.7%

92.8%

15.4%

12.3%

7.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

福井県

中郷小

算数の授業の内容が
よく分かりますか

当てはまる 当てはまらない

○
良
好
で
あ
っ
た
点

●
課
題
と
な
る
点


